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研究成果の概要（和文）：わが国では新生児蘇生法の標準的な方法として、NCPR (Neonatala Cardiopulmonary 
resuscitation）が行われているが、蘇生の記録方法と記録の質に大きな課題がある。そこで、我々は簡単な操
作で蘇生の経過、処置内容を入力できるシステム開発を行った。そのシステムはタブレット端末で操作可能で、
時間経過に沿って児の状態と蘇生 処置を単純なタッチ操作で記録できる。NCPR講習会のシナリオセッションで
本システムを用いて蘇生記録を行ったところ、従来の手書き記録法よりも正確に蘇生経過を記録することができ
た。特に蘇生経過の時間の記録において有効性が高かった。

研究成果の概要（英文）：In Japan, NCPR (Neonatal Cardiopulmonary resuscitation) is performed as a 
standard method of neonatal resuscitation, but there are major problems in the method of recording 
resuscitation and the quality of the record. Therefore, we have developed a system that allows the 
user to input the process of resuscitation and the treatment details with simple operations. The 
system can be operated from a tablet terminal and records the infant's condition and resuscitation 
procedure over time with a simple touch operation. When we performed resuscitation recording using 
this system in the scenario session of the NCPR course, we were able to record the resuscitation 
progress more accurately than the conventional handwriting recording method. It was especially 
effective in recording the time of resuscitation.

研究分野： 新生児学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
新生児蘇生においては記録法が標準化されておらず、蘇生記録の質が担保されていないという問題が指摘されて
いる。そのため、新生児仮死の原因分析や対応策検討において問題となることがある。 我々は簡単な操作で蘇
生の経過、処置内容を入力できるシステム開発を行った。このシステムはタブレット端末で操作可能で、掲示的
な蘇生記録を簡便なタッチ操作で入力できる。本システムを活用することで、新生児蘇生を正確に記録すること
が可能となり、その記録を基にして新生児蘇生の質を向上させ、新生児仮死の児の予後を改善することが期待さ
れる。さらに、蘇生法講習会のシナリオ演習へ活用することで教育効果を高めることができると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

出生直後の新生児においては呼吸循環の確立のために蘇生を要することが稀ではない。

正期産児においても約 10%は呼吸刺激を要し、約 3%は陽圧換気を経て呼吸を開始する。

2%の児は気管挿管による呼吸補助を、約 0.1%の児は胸骨圧迫や薬物投与を必要とする。我

が国の出生数は約 100 万人/年であることから、約 1 万人/年の新生児が新生児仮死によって

重篤な後遺症を合併するか、死亡に至る危険があることになる。しかし、わが国の周産期医

療体制は慢性的な人材不足の状態にあり、周産期専門医研修施設においても新生児蘇生専

任のスタッフを児の出生時に配置できる施設は限られている。そのため、蘇生が必要となっ

た場合は蘇生処置に専念せざるを得ず、蘇生記録はあとから振り返って記載される場合が

多い。その結果、蘇生記録は正確性に乏しく、その貴重な記録を後に活かす上でも問題点が

多いこと指摘されている。また、医療機関の多くで電子カルテが導入されるようになってき

たが、情報端末設置場所の問題から蘇生の場でその端末を使用できない場合が多い。2010 

年から開始された産科医療補償制度では、その原因分析委員会で新生児蘇生に関するカル

テ記載の不備が指摘され、より詳細な蘇生記録が求められている。新生児仮死に対する蘇生

記録を分析することで問題点を明らかにし、それによって初めて新生児仮死の児の蘇生法 

の改善に繋げることができる。 

国際蘇生法連絡委員会（ILCOR）は 5 年毎に蘇生法の指針を CoSTR として公表してい

るが、 NCPR (Neonatal Cardio-Pulmonary Resuscitation) はその CoSTR に則り、かつ

我が国の実情に合った新生児蘇生法アルゴリズムを提示している。2016 年からは CoSTR 

2015 に則った NCPR 2015 が最新の蘇生法として展開されている。蘇生法教育ではシミュ

レーション基盤型教育が有効とされ、シミュレーション後にデブリー フィングを行うこと

でその教育効果が上昇することも示されている。デブリーフィングにおいては蘇生シナリ

オを振り返り、情報を集めることが必要だが、その場合にもシナリオの正確な記録が必要と

され、記録装置の開発が待たれている。 

これまで私は NCPR2010 アルゴリズムと連動し、簡易操作で記録が可能な新生児蘇生記

録システムの開発を行ってきた。しかし、そのシステムは NCPR2015 へのアップデートに

加え、記録システムの更なるバージョンアップが必要となっている。そこで NCPR 2015 に

則った新生児蘇生記録システムを作成し使用することで、蘇生教育の教育効果が向上し、臨

床の場においても正確な新生児蘇生記録の作成が行えることが期待される。 
 
２．研究の目的 

新生児蘇生は出生した児の約 10～20％に必要とされるが、蘇生の現場は時間的・人的に

制限された環境であり、その蘇生記録を正確に記載することは非常に困難である。新生児蘇

生法は標準化されている(Neonatal Cardiopulmonary Resuscitation Program: NCPR)が、

その記録の不備も大きな問題となっている。蘇生手技とその施行時間、児の状態を単純な操

作で記録する電子システムが 実用化されれば、臨床現場の蘇生記録が画期的に進歩するこ

とになる。そして、この記録を基にして蘇生法を分析し、その改善に取り組むことで、新生

児仮死の児の予後改善が図られる可能性がある。さらに、それを蘇生法 教育のシミュレー

ションに応用することで、蘇生法教育をより効果的に進めることもできる。本システムを開

発し臨床応用することで、蘇生の正確性、迅速性、医療連携、Apgar Score の改善度などを

比較検討する。さらに、新生児蘇生記録システムを NCPR 講習会のシナリオ演習に使用し、

教育効果の向上を検討する。 



 
３．研究の方法 

a. 新生児蘇生記録システムへの CoSTR2015 のアルゴリズムの導入． 

プロトタイプの新生児蘇生記録システムへ CoSTR2015 のアルゴリズムを導入し、最新

の蘇 生記録システムにバージョンアップする。  

b. 新生児蘇生記録システムのポータブル端末での操作性の検証． 

新システムの操作性と不具合を検証する。さらに、そのシステムをポータブル端末で使用

可 能なものとする。さらに、記録のプリントアウトにより紙カルテへの使用も可能とする。

それ を臨床現場において新生児蘇生記録として活用する。  

c. 臨床での新生児蘇生法の変化の検討． 

新生児蘇生記録システムによって蘇生記録を分析し、蘇生法の改善点をその都度検討す

る（臨 床でのデブリーフィング） 。その検討を行うことで蘇生の正確性、迅速性、医療連

携、児の Apgar Score の改善度の向上について検討する。  

d. 新生児蘇生記録システムのシミュレーション教育への応用． 

本システムを蘇生法教育に応用し、蘇生シミュレーションの記録媒体として仕様する。シ

ミ ュレーションの記録が正確に残ることから、その後のデブリーフィングはこの記録を基

にして 行い、シミュレーション教育効果を上げる。 

 
４．研究成果 

＜2016（H28）年度＞ 

これまで試験的に作成していた新生児蘇生記録システムを最新の蘇生アルゴリズムであ

る CoSTR2015 アルゴリズムへ改訂した。改訂版のソフトウェアをポータブル端末に導入

し、操作性と不具合の有無について繰り返し検証し、数度のバージョンアップを行った。ま

た、蘇生記録システムと動画記録システムの連動に関しても検証し、数度のバージョンアッ

プを行った。 

 

＜2017（H29）年度＞ 

新生児蘇生記録システムはタブレット端末、もしくはパソコンで動作し、専用カメラをつ

なぐことで動画記録も可能な状態となった。NCPR 講習会のシナリオセッション(シミュレ

ーション)において、本システムによる演習の記録を行った。その記録を基にしたデ ブリー

フィングは、これまでの記憶のみ、またはホワイトボードでの記録に比較して、より客観性

のあるものとなった。一方でデブリーフィングの効果に関しては、デブリーファーの能力に

左右されるところが大きく、蘇生記録システムの使用による効果に関しては明らかにでき

なかった。 

 

＜2018（H30）-2019（R1）年度＞ 

新生児蘇生記録システムの有効性を評価することを目的として、NCPR 講習会のシナリ

オセッション(シミュレーション：胸骨圧迫)の記録を、ホワイトボードを用いた手書きによ

る 記録と本システムによる記録の内容を比較検討した。対象はシナリオ演習 9 回分で、蘇

生チーム、記録者はそれぞれ 9 組（のべ 27 名）、のべ 9 名である。シナリオ演習で行われ

る蘇生の重要な判断・手技を 24 項目（判断 10、処置 14）抽出し、その判断・手技の時間

の正確性（誤差 5 秒以内）と記録の妥当性に関して、記録方法別に評価し、検討した。な

お、同時に画像記録をとり、その録画内容を基にしてそれぞれの記録内容を評価した。手書



き記録では時間の正確性は約 63%、判断、処置の妥当性は約 82%であったが、本システム

ではそれぞれ約 88%、約 92%であった。時間の正確性、手技の妥当性とも本システムでの

記録は有意に正確に記録することができた（p<0.05）。特に蘇生時間の記録において本シス

テムは有効であった。 
 

＜残された課題＞ 

 NCPR 2015 に則った新生児蘇生記録システムの構築と実装は実現された。実際に NCPR 講習会

でのシナリオセッション（シミュレーション）で使用し、新生児蘇生記録がより正確に行えるこ

とが確認された。一方、本システムを使用することで、蘇生教育での教育効果を上げることがで

きるかどうか、さらに、実臨床の蘇生記録に用いることで蘇生記録の正確性が向上するかどうか

については本研究の今後の課題として残っている。 
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